
















































放たれている．

写真2 日中は肩まで水につかっている。

写真3 荷物を運ぶ勤力源となっている。 写真4 水田の代かきに利用されている水牛。
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Sra. Lasalles de Premio Real 

Sr. Oscar Jaloma Gamboa 

クエルナバカのSr.Gimenez（写真4)は60頭を越すヘアレスドッグを飼育している。

ここでの飼育は 1969年に雄2頭，雌1頭でスタートし，1988年までの 19年間に 9世代経

過している。その間近交退化を避けるためメキシコ各地からヘアレスドッグを収集するな

ど大変な努力をしてきている。 1ないし4世代まではヘアレス同十の交配からヘアレス

70%,有毛30％程度の割合が， 6世代目頃から産子のほとんどがヘアレスとなり，9世代で

は100％ヘアレスとのことである。これらのヘアレスドッグは健康で，歯牙の欠損を除き他

に異常はみられない（写真5,6)。

メキシコシティ ーのSr.Jalomaはヘアレスドッグを 8頭（雄4，雌4)飼育している。

ヘアレスの飼育経験は20年以上で8世代経過し，ここでも歯の異常を除けば健康上の問題

はない。グアナフォトのSra.Premio Realは訪問できなかった。飼育頭数は上記2氏よ

りも少ないとのことである。

公的な機関でのヘアレスドッグの維持はメキシコシティーのチャプルトベック動物園と

ユカタンのメリダ動物園で行なわれている。大学あるいは研究機関での飼育例はないよう

であった。チャプルトペック動物園では数年前に寄贈されたヘアレスドッグ（雄2,雌2)

から飼育，繁殖を始め，現在ヘアレス 5頭，有毛 3頭を維持している。メリダ動物固では

3頭のヘアレスを飼育しているが，健康状態が悪く，著しく痩削していた。

ベラクルス，チャパス，オアハカの各州には野生のヘアレスドッグが生息し，その数は

少なくとも 100頭以上になる との情報も得られたが確証はない。飼育されていたヘアレス

ドッグが野犬化し，集団化する可能性も大いに考えられる。

ヘアレスドッグは全身の体毛のほとんどを欠き，わずかな毛が頭頂部，四肢の末端およ

び尾にみられる。掬牙は，永久歯の欠損が前臼歯，犬歯および一部の切歯でしばしば生ず

るが，残った歯はかなり丈夫である。無毛の形質は単一の常染色体性優性遠伝子によるこ

とが明らかである。ヘアレスの出現率および奇形の発生率からこの追伝子が半致死遺伝子

であろうと後藤ら (1987)は推測しているが， Sr.Gimenezの繁殖成績からはホモで生存

していることが示唆され，半致死迫伝子とは考えにくい。また，家畜衛生試験場でのヘア

レス犬の育成成績では，脆弱で，病気に対する抵抗力の弱いことを示すが，メキシコでは

快適な中央高地の常春の気候（年間平均気温15℃)に適応しているのか，極めて健康であ

ると営われる。
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メキンカン ・ヘアレスドッグがメキシコの天然記念物との誤った通説も一部では流布し

ているが，国としての保護は全くなされておらず，海外への持出しに対してもなんら規制

はない。公的な機関としては，動物園で展示用に飼われているだけで，こうしたところで

も近交退化を避ける配磁がされていない。飼育年数の短いチャプルトペック動物園ではま

だ影瞥はでていないが，繁殖が近縁関係の雌雄で行われていることから，新たにヘアレス

ドッグを導入しない限り，交配相手の不足とそれに伴う近交退化のために，遠からず消滅

する危険が感じられる。

ヘアレスドッグは売買されてアメリカあるいはヨーロッバヘと渡っている。メリダでは

1頭当りメキシコ人相手には 200,000ペソ（約 12,000円）で，外国人相手には 500ドル（約

68.000円）で取り引きされている。Sr.Gimenezはヘアレスドッグ 3頭を 4,000~5,000ド

ル (540,000~677,000円）で販売すると しているが，メキシコでは血統吉付の犬が

600,000~700,000ペソ (36,000~42,000円）で売買されていることを考えるとかなり高価

である。

メキシカン ・ヘアレスドッグの由来について，現在もなお明らかにされていない。最も

一般的に受け人れられる説は，ィンディオの先祖であるモンゴロイドが，氷河期にユーラ

シア大陸より当時地続きとなったベーリング海峡を経てアメリカ大陸に到来したとき一緒

に渡ってきたとするものである。ヘアレスドッグはメキシコだけでなく ，巾央アメリカ，

ペルー，バラグアイ，あるいはアルゼンチンの北部など，主に太平洋岸に沿った地域にも

少数生息するといわれるが，何故メキシコに多く残ったかは疑問である。その理由として，

メキシコでの年間を通じて気温変化の少ない常春の気候が，体毛がなく気温の変化に弱い

ヘアレスドッグに適応したことがあげられるが，さらに原住民であるインディオの宗教が

深く関わったとも面われる。メキシコの中央裔地に 14世紀から 16世紀にかけて栄えたア

ステカ，それ以前のトルテカ，テオティワカンの時代から，犬は神の国への案内者として，

さらには死後の食料として必要と考えられ，葬儀や宗教上の儀式に使うため，ヘアレスドッ

グは保護されて現在まで生き延びたとされる。インディオの言葉をアルファベットで表わ

した Xoloitscuintleのうち itscuintleが犬を指し， xoloが神を意味すると言われる。遺跡

の発掘から死者とともに埋葬された犬の骨や埴輪が多く出土し．また謎の様な人面犬や犬

を形どった容器についても宗教的な解釈から理解出来る。つまり死後神の世界へ案内して

もらい，食料とするため，こうした容器にヘアレスドッグの血や肉を入れて死体とともに

埋葬したもので，こうした行為が侵略したスペイン人にイ ンディオはヘアレスドッグを食
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用にしていると誤解される根拠になったものと考えられる。

今回の渡墨当初， 3種あると聞かされたメキシコ在来犬の Xoloitscuintle, Itscuintle, 

Tepescuintle（または-cuincle)は，上記の説に従えば，Itscuintleは犬または犬程度の大

きさの哺乳類を指し， Xoloitscuintleは宗教儀式に使われる神の使いである犬，すなわちへ

アレスドッグであろう。 一方， Tepescuintleはゲッ歯目に属する動物（学名 Cuniculus

加ca)で（写呉7),メキシコ東海岸の低地からユカタン半島に生息する。これはアグーチ

やモルモットに近縁であることから，南米のインディオがモルモットを食用にしていたよ

うに，この動物が食用にされたとしても不思議でない。

冒頭で述べたように，メキシコ人にとってヘアレスドッグはかなり珍しいものと思われ

る。動物園で展示されている他に，ユカタン州パジャドリのフィエスタ（祭）では，見世

物小屋で奇形の牛や幾などと一緒に展示されていた（写哀8)。メキシコ滞在中，クエルナ

バカのSr.Gimenezが，彼の飼育するヘアレスドッグと一緒にテレビのニュース番組の特

集に 15分間程出演したが，この時初めてヘアレスドッグを見たと言う人も多かった。また

この番組の中で，日本の家畜衛生試験場でピーグルと交配して生れたヘアレス犬が研究に

使われているとの紹介もなされた。

2.ユカタン ・ミニチュアピッグ

ミニチュアピッグ（ミニプタ）については現在，ゲッチンゲン系，ピットマン ・ムーア

系，ハンフォード系，クラウン系，会津系，オオミニなど多くの品種が育成され実験動物

として利用されるようになってきた。動物福祉の観点から実験動物の使用に対する批判が

厳しくなってきた今日，プタはこうした点で問題となることが少なく，また生理条件が人

に近いことや，サイズの点から臓器移植の実験に適しているなど，実験動物としての需要

は高まっている。

実験動物としてのプタの問題点は体駆が大きいことと，取り扱い（ハンドリング）が容

易でないことである。ミニチュアピッグと言えども成体となれば60kgをこすものも少な

くなく，このことがハンドリングの難しさを招いている。このため実験動物としてのプタ

では，より小型の品種開発が必要で，成体で30kg以下のものの作出が期待されている。

ユカタン ・ミニチュアビッグは小型であるうえに体毛がほとんどなく．このため皮問刺

激試験や経皮吸収試験に剃毛することなく使えるなど，実験動物としての利点がある。末

改良のユカタン ・ミニチュアピッグの遺伝資源としての今後の選抜育種，改良の可能性を

- 32 -



検討するため現地での調査を行った。その結果，メキシコ在来種あるいはインディオ種の

プタ (CerdoMexicano)には， ミニチュアヘアレスピッグ，有毛ミニチュアピッグおよ

び単蹄プタの3種のあることが明らかとなった。

1) ミニチュアヘアレスピッグ（写真9,10, 11, 12, 13, 14) 

体毛の大部分を欠く小型のプタで，ュカタン州以外のチャパス州，オアハカ州などの各

地のインディオ部落でも飼われているが，ユカタン半島のものが最も小さいと言われる。

皮府は黒色または灰黒色で耳は直立している。全身が細く，特に腰の幡が狭く，臀部にか

けての肉付きが悪い。一見した感じは野生的である。4~5カ月齢で性成熟に達し，この時

点では体望おおよそ20~30kgと推定される。8~10カ月齢で40~50kgとなる。ユカタン

州のマヤ部落では放し飼いの状態で，朝，夕の 2度の給餌以外は部落の内外をイヌ，ニワ

トリ，七面烏などと共に自由に散策し，野草などを食べている。餌は トウモロコシか，ぁ

るいはマーサと呼ばれるトウモロコシ粉を直接あるいは水に溶いて与えている。

ティシミンの殿業牧畜研究所でのユカタン ・ミニチュアピッグの研究によれば，雌の性

成熟は平均169日齢(5.6カ月）で，体重19kg。性周期は 19~21日で，妊娠期間は 111日

~114日。初回妊娠時体龍24kgで分娩時には 51kgになる。 5歳で雄100kg，雌60kgに

達する。成長と繁殖成綾については表2,3の如くである。

コロラド州立大学でのユカタン ・ミニチュアピッグに関するデータもほぼ同様で， 6カ

月齢で平均体誼20kg,性周期20日，妊娠期間 110~115口，平均産子数6.12頭。 12カ月

齢で49士9kg, 20~24カ月齢で雄83kg，雌70kgになる。

2)有毛ミニチュアピッグ（写真15,20) 

ヘアレスビッグと同様にユカタンのマヤ部落で飼育されている小型のプタ。ヘアレス

ピッグやヨーロッパ種と一緒に放し飼いの状態で，餌はト ウモロコシやマーサを与えられ

る他に，自由に野草を食べている。このプタはミニチュアヘアレスピッグとほぼ同じサイ

ズで，黒色ないし灰黒色の皮府に茶色あるいは限色の体毛が生えている。有毛プタとヘア

レスピッグが同腹で生れるか否かなど，両者の関係は定かではない。部落によってはヨー

ロッパ種と混在して飼育していることもあり，そうしたところではいずれユカタン・ミニ

チュアピッグの純粋種はなくなり，混血種が残っていくこ とになろう。

3)単蹄プタ（写真16,17, 18) 

メキシコで見られた第3のプタで，前後肢とも主蹄が一個でこれの両側に副蹄を備える。

メキシコ国立自治大学 (UNAM)付属のサンフランシスコ牧場（チャルコ）で研究のため
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飼育されているが， それらの原産地はベラクルス州とオアハカ州との境界の山間部のイン

ディオ部落で飼われていたものである（I叉13)。サンフランシスコ牧場で見たものは，体駆

がかなり大型で，体形， 顔貌，耳の形状などインディオ稲よ りもヨーロッパ種に近く，ョー

ロッパ種との交雑がかつてあったのではないかと推測されるものもある。交配実験により

生れた有毛と無毛の単蹄プタが見られる。 UNAMでは 1987年 10月より単蹄プタ 3頭と

他のメキシコ1f.来プタ 12頭で飼育を開始した。主蹄を2個もつインディ オ種やヨークシャ
との交配から，単蹄は逍伝形竹で，単 ・の常染色体性侵性遺伝子により支配されると考え

られている。

般 にプタの指骨は第3指竹および第4指骨が土蹄となり，第2指骨および第5指竹が

副蹄となっているが，単蹄プタの主蹄が第3指骨，第4指骨のいずれが残ったものか，あ

るいは両者の癒合による ものか，またそれが蹄骨 （末節骨）だけにと どまるのか，もっと

近位の冠骨（中節骨），繋件 （基節骨）まで単ーであるかなども明らかではない。

南米のパラグアイにはロバプタ (Chanchocaso demula)と呼ばれる単蹄のプタが生息

するが，メキシコの単蹄ブタとの関係は不明である。メキシコ在来の単蹄プタは，単蹄と

は言え明らかに偶蹄目に屈する。今後UNAMでの研究により生理特性や遺伝様式が詳し

く解明されていくものと思われる。

ユカタン種プタについては，小型かつ無毛であることから．実験動物として注目され，

コロラド州寸大学ではユカタンミニチュアビッグの小利化を目指して選抜甘種し，第3世

代目で12~14カ月齢で雄54土8.4kg，雌 39.4土5.6kgと した。これをもとにマイクロ

ピッグの商椋でナャールスリバー社（アメリカ）から販売が開始された。しかし，このマ

イクロビッグも研究者の使lljについて開発者保護のためプリーダーからの規制が厳しく，

使用上の問超点も少なくはない。小型プタの開発研究を自由に行おう とするならば，原稲

であるユカタン種を直接群入すべきであろう。

メキシコの畜産学者や含種学者のなかにはユカタン種プタの純粋性に疑問を投げかける

ものもある。今位1の現地調究で見た限りでは，ュカタン半島のマヤ部落で飼育されている

プタは，部落によってはまだ純粋種であろうと思われるものも少なくない。しかし辺境の

マヤ部落にも ヨーロッパ種のプタが没透してきており，いずれ交雑により純粋種は消失し

ていくものと思われる。

ユカタンミニチュアビッグはメルカードと呼ばれる地方の朝市で売買されている。取り

引きの価格は4,000ペソ（約240円）／kgであった。我々の出かけたバジャドリの朝市では
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3.5カ月齢のヘアレスピッグと有毛ミニチュアピッグが1頭， 50,000ペソ（約3,000円）

で売られていた（図19,20)。ちなみに七面烏の価格は 1羽25,000ペソ（約1,500円）で

あった。

こうしたユカタン種のプタがいつ頃から飼育されるようになったかは不明である。ジャ

ガーや犬，猫などの動物の土器が多数発掘されているにもかかわらず，プタの土器や石像

はない。メキシコには元々プタはおらず， 征服したスペイン人が持込んだものと考えられ

る。

ユカタン種プタが小型化した理由として，成長の早い大型のプタがまず最初に食料のた

め屠殺され， 生き残った小型のもので繁殖を行ったため，小型化への選抜となったのであ

ろうと Berruecos教授は推測している。

中南米には小型の野猪であるペッカリー (CollaredPeccary, Tayassu tajacu)が生息

するが，これはSuidae科ではなく ，Tayassuiade科に屈する。体長は80~97cm,体重は

14~25 kgであるが性格が粗暴で扱いにくく家畜とはならない。外来のプタがペッカリー

との交雑で小型化した可能性はないとされているが，検討する必要もあろう。

我が国においては，近年特に実験動物としてのブタの董要性が高まり，ミニプタと して

オーミニ，ゲッティンゲン，ハンフォード，クラウンなどの系統が使われている。今後も

動物福祉の観点から小型プタの需要は増加していくものと思われる。将来実験用ミニプタ

開発のため原種の一つとなるべきユカタン・ミニチュアピッグを遺伝資源として我が国に

も導入し，維持すべきであろう。そのためにはヨーロッパ種との交雑が進みつつある現状

から，早急に培手すべきと思われる。

3.ヘアレスシープ

ヘアレスシープに関しては，無毛のヒッジがユカタン半島で飼育されているとの複数の

情報に基き調査を行った。しかし，メキシコ国内の育種学者，畜産関係者はそうしたヒツ

ジの存在を認めず，短毛種のヒッジが誤認されたのではないかと指摘した。短毛種のヒッ

ジとは，ボレゴペリポイ BorregoPelibueyと呼ばれ，黒人奴隷とともにアフリカより南

アメリカに渡り，メキシコに入ったものである（写真22)。一部の畜産関係者によれば，中

央高地のヒッジを雨季のユカタン半島に移動すると暑さのため体毛が抜けるとも言われる

が，このことは確認できなかった。たとえ一時的に体毛を喪失するとしても，遺伝的なも

のではない
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4.矮小ウシ (Dwarfzebuまたは Bonsancattle) 

メキシコ国立自治大学(UNAM)のBerrnecos教授より，体高lmに満たないゼプー牛

が育種されている との伯報が得られた。矮小のウシはサンルイスポトシの牧場で選抜育種

されたもので，その一部が研究のため UNAM付属のクア トロミルバス牧場（テボス トラ

ン）でも飼育されていた。

この矮小ウシの祖先はインド原産のコプ牛であるゼプーで，アフリカを経由して黒人奴

隷とともにプラジルに渡り，そこで他のウシと交雑し，その後メキシコに入ったものであ

る。サン）レイスポトシで18年問かけて選抜育種した結果小型化したもので，新生子で体重

5 kg,成体の雌で 120~150kg,雄で200kgとなる（写真24,25)。この矮小ウシはdwarf

zebu, micro zebuあるいは 「盆栽キャ トル」と呼ばれ，畜産業での利用が計画されている。

すなわち，限られた面稼での飼投頭数を増すことで面積当りの産乳屈，産肉葉を 3倍に増

加でき，残飯を与えて家屋の屋上で飼えるなど，貧しい股家でも飼育が可能となる利点が

ある。

クア トロミルパス牧場の矮小ウシはサンルイスポトシ由来であるが，新生子の体里が8

kg,成体で体高 lm20 cm近くあり，極端に小さいと言うイメージは受けない。9カ月齢の

矮小ウシは同じサイズの 3カ月齢のホルスタインと一緒に飼育している。 UNAMではこ

のウシで過排卵を誘起し，得られた受精卵を子宮容積の大きい大型のウシ（ヘレフォード）

に移殖することで一度に多数の産子を得る技術の開発研究を行なっている。ただ，ウシで

は雌雄の多胎妊娠の場合フリーマーチンになるため，性判別が不可欠とのことであった。

一般に家畜では大型化を目指すが．畜産上の目的としてゼプーの小型化という発想には

興味と驚きを憶えた。実験動物では小型化が目標で，反貌家畜の実験動物となるような小

型偶蹄類の探索が行われ，ペンシルバニア州立大学のプルーダイカ，日本でのシバヤギが

実験動物化を目指して飼育されている。家畜衛生試験場でもマメジカの室内繁殖を開始し

ている。実験動物という観点から，メキシコの矮小ウシはウシ科ウシ属であるため，フィ

リッビンのタマラオと同様， 興味深いものである。我が国へ矮小ウシを導入するには，

Berruecos教授と共同研究することで分与を依頼するしかないが，UNAMにおいても他

の機関に分与する余裕はないものと思われる。

5.メキシコウサギ (Volcanorabbit) 

メキシコウサギ（英名 ：Volcanorabbit,学名 ：Romerolag硲 diaが）は，中央高地の

- 36-



メキシコシティー周辺の火山，ポポカテペトル山やイスタクシワトル山の標高3,000ない

し3,500mの極く限られた地域に住む小型のウサギで，現地ではサカトゥーチェZaca・

tucheまたはテポリンゴTeporingoと呼ばれ，アマミノクロウサギと同じくムカシウサギ

亜科に属する貴重な動物である。メキシコシティ ーの周辺の都市化により生息域が狭まり，

その存続が危ぶまれていたが，我が国の実験動物学者により，日本に導入したメキシコウ

サギで飼育方法が確吃され，室内繁殖に成功して，メキシコに逆輸出された。

メキシコウサギはウサギ科のなかでも最も小さく，成体で体長は 27~32cm，尾は痕跡程

度で，体重は約400gとなる。日本での繁殖成績では，産子数は平均2.3頭，離乳率は

73.8％である。

日本からメキシコに逆輸出されたものは UNAMに送られたが，大学での維持が困難と

なり，チャプルトベック動物図に移譲されて，一般に公開されている。現在，チャプル ト

ベック動物園では 2区画に分け，randombreedingにより総数75頭と順調に繁殖してい

る（図26)。野生のメキシコウサギの生息数は明らかではない。

6.メキシコマウス (Volcanomouse) 

UNAMの実験動物研究室の Granados教授グループは，ミチョアカン州からプエプラ

州にわたって生息するメキシコマウス（別名 ：カザンマウス，英名 ：Volcanomouse,学

名 ：Neotomodonalsloni)の室内繁殖に成功し，実験動物として生理特性の解明を行って

いる（写真28)。メキシコマウスは一般のマウスとは屈も異なる。性周期は 4~5日で，妊

娠期間は 27日とマウス，ラッ トより長く ，2～6匹の子を産む。性質が温順なため取り扱い

が容易で，新しい実験動物としてこれからの利用が期待される（写真27)。

Granados教授の好意により家畜衛生試験場へのメキシコマウス分与の許可も得られた

ので，近く導入する予定でいる。

7.その他の動物

メキシ コに生息する興味あるその他の動物として，ゲッ歯類のテペスクイン トル

(Tepescuintle, Cunil'1duCuni四lusspaca) とアグーチ (Aguti,Dasyprocta punctata) 

があげられる。両者ともメキシコ湾岸沿いの低地からユカタン半島にかけて分布する。テ

ペスクイントルはヘアレスドッグの項で犬と混同されたもので，体長65~75cm,尾長

2.5~3.5cm。妊娠期問 120~140日で，1年に 2回分娩。産子は 1頭である。アグーチは体
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長45~53cm,尾長2~3.5cmで妊娠期間は3カ月。いずれも近縁種のモルモット（妊娠

期間60~69日，産子数2~3頭）よりも妊娠期間が長く，産子数が少いことなど実験動物

化する場合の問題となろう。

貧歯目のアルマジロ (Armadillo,Dasypus novemicinctus)はメキシコの中央高地から

ユカタン半島にかけて生息する。体長26~49cm,尾長24~38cmで体頂は 3~7kg。アル

マジロは1卵生四つ子を産み，ライ菌が培養できるなど医学・生物学的に興味ある動物で

ある。国際的な保談動物となっていて導入は困難であろう。

有袋目のコモンオポッサム (Commonopposum, Didelphis marsu仮alis)やハ虫類のイ

グアナにも関心が持たれる。イグアナは野外でしばしば硯察された。

所感

メキシコには，今回の調査対象となったヘアレスドッグ，ヘアレスビッグなどの他に，

イグアナ，アルマジロなど生物学的にも黄頂な動物が多数生息している。ワシントン条約

規制対象であるこれらの動物でさえも，メキシコ国内では野放しの状態で食用のため捕獲

されている。現在のメキシコでは経済政策の破錠から野生動物の保護，研究に手が回る状

況ではない。家畜であるイヌ，プタについては，飼育者個人に任せらており，現在個体数

の回復が見られるヘアレスドッグについても，長期的にみれば個人の飼育家の努力に依存

している限り，急激な減少，退化の危険は避けがたい。プタについてはヨーロッパ種との

交雑による純粋種の消滅が緊急の問姻であり，我が国としては迫伝資源保存の観点から早

急に恐入し，維持すべきと思われる。

メキシコには現在口蹄疫，アフリカ豚コレラの汚染が無く，ウシ，ブタなどの偶蹄類の

我が国への輸入も通常の検疫 (14日間）で可能である。イヌについては，輸出国での狂犬

病ワクチン接種証明があれば，プタと同様に 14日間の検疫で輸入できる。 volcanorabbit 

はワシントン条約の規制対象であり，新たに導入するには両国間での所定の手続きが必要

となる。

メキシコの経済状況は，通貨ペソが，1978年に 1ペソ＝10円であったのが， 1984年には

1.25円， 1986年には 0.4円， 1988年には00598円とその価値は下落を続けていることか

ら，円高を差し引いても厳しい状態にあることが解る。メキシコシティーには物乞いをす

るインディオの乞食があふれ，街頭では若者が芸当を見せて小金を稼いでいる。その一方

では，豪壮な邸宅に住み，大勢のメイ ドを使う裕福な人々がいるなど翁窟の差が著しい。
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こうした厳しい経済状態にもかかわらず，一般のメキシコ人は身長は高くないものの

丸々と太った人が多く，陽気で屈託がない。 全てにおいて限揚で厳密さに欠け，例えば，

ショロイスクイン トルの綴りにしても Xoloijtscuintle,Xoloitscuintli, Xolotscuintle, 

Xoloizcuincleあるいは Xoloitscuincleと5通りあり，人名ですら同一人物に Gimenezと

Jimenezを使う曖昧さである。そのため聞き取り調査での結果は必ずしも信頼できなく，

見解の相違や，風聞なども直接当たらない限り信用できないと言った面もあった。

ユカタン半島は海抜5~10mの低地で，熱帯雨林をなすが，ジャングルと言っても 3~5

mの低い樹木が茂る林で，鬱蒼とした東南アジアやアフリカのジャングルとは異なる。こ

の半島には大きな川がない。ユカタンのマヤ部落はこうしたジャングルの中に点在してい

る。原住民であるマヤの性1青は，メリダのような都市に近いマヤ部落では警戒心が強く，

写真をとると皮向病になるといって動物の写真撮影すら拒否されることもあったが，地方

の人達は，阿素な生活ではあるが，陽気で人なつこく ，好奇心も旺盛であった。調査行で

は身の危険を感じることはなかったが，午後3時を過ぎると酔っ払った人もいて，調査に

ならないこともあった。

マヤ部落を訪ねた印象は，貧しい森らしぶりではあるが，プタ，七面鳥，鶏を放し飼い

にし，イグアナを捕獲したりの，自然と一体になった生活は，メキシコシティーで物乞い

をする生気のないインディオと比ぺて．豊かさとか開発と言ったものはこうしたマヤの人

達にとってどういう意味をもつものか考えさせられ，貧臼を超越した次元に生きる人々に

カルチャー ・ショックを受けた。

今回の調査では，マヤ語の通訳も使ったが，ユカタン半島に限れば辺境のマヤ部落にも

ラジオ， テレビが入り，スペイン陪だけで十分出足りるようであった。 JAICAから専門家

の協力も得られ，無事調査を全うできたが，筆者自身この種の調査に不慣れなこともあり，

動物の計測ができなかったり反省すぺき点も多い。特にスペイン語ができないため梢報収

渠や間取り調査，意見の交換を十分出来なかったことが心残りとなった。

謝辞

メキシコにおける実験用動物の調査では，多くの方々の御協力により調査を全うするこ
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